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Ⅰ東日本大震災津波の概要
１. 地震及び津波の概要

１

項 目 東日本大震災津波

発生日時 平成23年3月11日（金） 14時46分頃

震央地名 三陸沖（北緯38.06.2度 東経142.51.6度）

震源の深さ 24㎞

規 模 マグニチュード9.0（ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ）

周辺の震度 震度6弱（釜石市）

津 波

3月11日 14時49分 大津波警報発表

3月12日 20時20分 津波警報

3月13日 7時30分 津波注意報に切替

3月13日 17時58分 津波注意報解除

※津波の最大波 表1‐1

津波浸水高 表1‐2

津波痕跡高 痕跡高最大13.7m（安渡）

浸水面積 4平方キロメートル（住宅・市街地面積の52％）

調査地域 最大波

釜 石 15時21分 4.2m以上

宮 古 15時26分 8.5m以上

大船渡 15時18分 8.0m以上

久慈港 15時21分 8.6m以上

調査地域 津波浸水高

吉里吉里 16.1m
吉里吉里漁港東側 22.2m

赤浜 12.9m
新港町 12.7m

町役場付近 10.7m

浪板
（※津波遡上高）

19.1m

表1‐1

表1‐2



１. 地震及び津波の概要

２
津波浸水区域



２. 被害の状況等

３

被害の区分 被 害 備 考

人的被害

死者 817人 身元判明者数

行方不明者 417人 うち死亡届出数 416人
震災関連死 52人

計 1,286人

家屋被害
（H27.4確定）

全壊・半壊 4,167棟
一部損壊 208棟

計 4,375棟

産業被害

水産業 5,127,926千円 水産施設、漁船、養殖施設等

農業 610,000千円 水田、畑、用水路、農道

林業 271,741千円 林野、林道

商工業 14,039,490千円 建物、機械設備、商品等

観光業 1,684,607千円 観光施設、自然公園

計 21,733,764千円

公共施設
被害

役場庁舎等 9,555,102千円 建物、公用車等

消防施設等 427,364千円 庁舎、機械、装備、消火栓等

道路・海岸等 41,181,244千円 公共下水道等

上水道施設 2,213,311千円 ポンプ場等

学校 3,044,796千円 建物、設備等

社会教育施設 1,305,284千円 公民館、図書館、運動場等

社会福祉施設 136,660千円 児童・障がい・高齢者・福祉施設等

計 57,863,761千円

産業・公共施設被害（合計） 79,597,525千円



３. 町方地区の状況

４

震 災 前 震 災 直 後 現 在（H31年１月18日撮影）

城山から見た中心市街地の様子



Ⅱ大槌町東日本大震災津波復興計画の概要

５

○計画の目的及び構成

• 町は、東日本大震災津波が与えた被害の状況や影響、復興に向けた課題を把握し、１日も

早く復興を成し遂げるための未来の設計図として「大槌町東日本大震災復興計画」を策定。

• 本計画は震災復興に向けた基本的な施策の方向を示す「基本計画」と、その内容に沿って各

施策に対応した事業のあり方を示す「実施計画」の２つの計画で構成。

○計画の期間

第
９
次

総
合
計
画
（復
興
編
）



Ⅱ大槌町東日本大震災津波復興計画の概要

６

「希望の大槌への挑戦」という
基本理念のもと、「空間環境基
盤」の上に「社会生活基盤」、
「経済産業基盤」、「教育文化
基盤」の３つの基盤が三位一
体となったまちづくりを進める
ことで、町の魅力向上による
定住促進につなげ、「美しいま
ち」を実現します。

○復興まちづくりの体系



７

Ⅲ復旧・復興の進捗状況

１ 大槌学園・大槌高校

２ 大槌郵便局

３ 復興きらり商店街

４ 大槌消防署

５ 大槌町文化交流
センター

６ 中央公民館

７ 大槌町役場

８ 桜木町地区避難路

９ 県立大槌病院

10 大槌駅（予定）

６６

５５

８８

１１

４４

７７

２２

３３

⑩⑩

９９

町方地区を中心とした航空写真（H29.12.20撮影）

小鎚川
大槌川

大槌湾



浪板地区防集事業（移転先）

整備面積 0.7 ha

吉里吉里地区防集事業（移転先）

整備面積 3.7 ha

安渡地区防集事業（移転先）

整備面積 4.5 ha町方地区防集事業（移転先）

整備面積 8.5 ha

赤浜地区防集事業（移転先）

整備面積 6.5 ha

町方地区土地区画整理事業

整備面積 30.0 ha

吉里吉里地区土地区画整理事業

整備面積 9.1ha

赤浜地区土地区画整理事業

整備面積 7.7 ha

このイメージは、現在表示できません。

安渡地区土地区画整理事業

整備面積 5.8 ha

浪板地区漁集事業

整備面積 2.7 ha

このイメージは、現在表示できません。

赤浜地区漁集事業

整備面積 1.8 ha

このイメージは、現在表示できません。

安渡地区拠点事業

整備面積 19.6 ha

町方地区津波復興拠点事業

整備面積 4.4 ha

防集事業 ・・防災集団移転促進事業

漁集事業 ・・漁業集落防災機能強化事業 拠点事業 ・・津波復興拠点整備事業

Ⅲ復旧・復興の進捗状況

小中一貫校

消防署 公民館・避難ホール

災害公営住宅

図書館県立病院

H30.4浪板↓

H30.4赤浜↓

← H30.4
小枕・伸松

H30.4安渡→

H30.4吉里吉里↓

８

H29.12町方↓

H29.12寺野↓

小枕・伸松地区防集事業（移転先）

整備面積 2.9 ha

H29.3大ケ口↓



１. 町民生活の状況 （１）人口及び世帯数の推移

震災前
（H23.3.1）

現在
（H30.10.1） 増 減

15,994 人 11,960 人 ▲4,034 人

6,348世帯 5,410世帯 ▲ 938世帯

９

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

17,000

H23.3 H25.1 H26.1 H27.1 H28.1 H29.1 H30.1 H30.10

人口（人）



（２）応急仮設住宅の設置状況

１０

団 地 数 48団地 41団地
住 宅 戸 数 2,146戸 1,934戸
入 居 戸 数 2,088戸 340戸
入 居 者 数 4,708人 641人
入 居 率 97.3％ 17.5％
空 き 部 屋 数 58戸 1,594戸



（２）応急仮設住宅の状況 ～入居見込戸数～

１１

（戸）

1,528 

1,385 

1,240 

1,009 

808 

341 

94 

0

400

800

1,200

1,600

2,000

H28年3月末 H28年9月末 H29年3月末 H29年9月末 H30年3月末 H30年9月末 H31年3月末



（３）町外避難者数等

区 分 H24.9.1時点 H30.10.1現在 増 減

住所変更しない避難者数 1,138人 268人 ▲870人

住所変更した避難者数 1,688人 2,802人 1,114人

計 2,826人 3,070人 244人

区 分
震災前

（H23.3.1）
震災後

（H30.10.1） 増 減

児 童 生 徒 数 1,224人 726人 ▲498人

生活保護受給者数 286人 102人 ▲184人

１２

○児童生徒数・生活保護受給者数

○町外避難者数

1,224

286
726

1020

500

1,000

1,500

児童生徒数 生活保護

受給者数

震災前（H23.3.1）

震災後（H30.10.1）

（人）

1,138
1,688

268

2,802

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

住所変更しない

避難者数

住所変更した

避難者数

H24.9.1時点

H30.10.1現在

（人）



２. 町の復旧・復興の状況 （１）予算の状況

１３
※H30.10現在

56 55
128

645

503 506 520

549

383

57

244

857

436 356

559
499

415

0

200

400

600

800

1,000

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

当初予算額

決 算 額

（億円） 一般会計当初予算額及び決算額



（２）復興事業の進捗状況 ～職員数～

１４

○職員数の推移

※H30.4.1現在

136 122 127 128 127 123 124 126

18 21 44 44 36 2451
93

130 121 107 90 81

0

100

200

300

400

H23.2 H24.4 H25.4 H26.4 H27.4 H28.4 H29.4 H30.4

派遣職員（割愛・県派遣・企業派遣含）

町任期付職員

プロパー職員

（人）

173

238

279 292
274

250
231



（３）復旧事業の進捗状況

100%

0 20 40 60 80 100

建物撤去

100%

0 20 40 60 80 100

災害廃棄物等処理

100%

0 20 40 60 80 100

町道

67% 

0 20 40 60 80 100

橋りょう

建物撤去総数 215箇所
建物撤去完了数 215箇所

災害廃棄物等総量
（津波堆積物込み）

656千ｔ

災害廃棄物等処理済み数量
（津波堆積物込み）

656千ｔ

被災した町道箇所数 39箇所
復旧した町道箇所数 39箇所

被災した橋りょう箇所数 3箇所

復旧した橋りょう箇所数 2箇所

被災した箇所数 5箇所

復旧した箇所数 5箇所

津波冠水農地面積 14ha
復旧農地面積 13ha
農地以外での復旧面積 1ha

１５
※H30.10.1現在

100 %

0 20 40 60 80 100

農地農業用施設災害復旧

完了年月完了年月

H 25年12月H 25年12月

H 26年３月H 26年３月

H 26年３月H 26年３月

H 29年２月H 29年２月

100%

0 20 40 60 80 100

下水道施設災害復旧 H 30年３月H 30年３月



0 20 40 60 80 100

整備済宅地戸数

99.4 %

0 20 40 60 80 100

仮換地済面積

（４）復興事業の進捗状況

１６

計画宅地数 422戸
整備済宅地戸数 406戸

計画戸数 878戸
完成済戸数 797戸

①土地区画整理事業

②防災集団移転事業

③災害公営住宅

※H30.10.1現在

④漁業集落防災機能強化事業

換地計画面積 345,642.6m2

仮換地済面積 343,610.8m2

換地計画面積 345,642.6m2

使用収益済面積 341,506.3m2

計画戸数 12戸
整備済宅地戸数 12戸

96.2 %

0 20 40 60 80 100

整備済宅地戸数

完了年月
Ｈ２９年７月
完了年月
Ｈ２９年７月

90.8 

0 20 40 60 80 100

完成済戸数

98.8 %

0 20 40 60 80 100

使用収益済面積



（４）復興事業の進捗状況

① 土地区画整理事業

② 防災集団移転促進事業

１７

地 区 町 方 安 渡 赤 浜 吉里吉里 計

面積（ha） ※1 30.0  5.8 7.7  9.1  52.7 
計画人口（人） ※1 2100 390 360 550 3,410 
都市計画決定 当初 ※1 H24.9.28 H24.9.28 H24.9.28 H24.9.28

最新 ※1 H27.10.26 H27.8.19 H26.12.8 H27.8.19
事業計画認可 当初 ※1 H25.3.7 H25.3.7 H25.3.7 H25.3.7

最新 ※1 H29.10.19 H30.8.21 H30.2.26 H29.9.29

宅地完成年月 ※2 H30.1 H31.1 H30.3 H29.10

換地処分予定年月 H31.1 H32.2 H30.10 H30.3完了

地 区 町方・小枕・伸松 安 渡 赤 浜 吉里吉里 浪 板 計

移転促進区域
面積（ha） 地区面積 ※1 28.5  13.6  6.7  8.3  3.3  60.4 

住宅団地面積 ※1 20.3  11.2  6.5  5.9  2.3  46.2 
被災前戸数（戸） ※1 918 482 140 177 47 1764
移転先住宅団地（戸）
（）内は団地内の災害公営
住宅戸数

※2 270
(38)

65
(0)

84
(36)

66
(0)

11
(0)

496
(74)

移転先団地面積（ha） ※1 11.4 4.5 6.5  3.7 0.7  26.4
国土交通大臣
同意・変更同
意

当初 ※1 H24.9.24 H24.9.24 H24.9.4 H24.9.24 H24.9.24

最新 ※1 H29.3.31※大槌町全地区を統合

宅地完成年月 ※2 H29.12 H30.6 H31.2 H28.9 H27.6
H30.10.1現在 ※1：最新の事業計画、※2：最新のロードマップ(基準日：平成30年9月30日)の数値



（４）復興事業の進捗状況 ～区画整理等～

１８

①復興まちづくり（区画数）

平成２６年 （H26.4撮影）平成２５年 （H25.3撮影）平成２４年 （H24.4撮影）
平成２７年 （H27.8撮影）

撮影場所：町方地区

平成２８年 （H28.10撮影）
平成２９年 （H29.3撮影）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 合計

土地区画整理 0 23 100 558 277 9 967
防災集団移転 6 89 71 142 103 11 422
漁業集落防災機能強化 0 0 0 12 0 0 12
区画合計 6 112 171 712 380 20 1,401
割合(％) 0 8 21 71 99 100.0
累計 6 118 289 1,001 1,381 1,401

平成３０年 （H30.3撮影）

6  118 
289 

1,001 

1,381  1,401 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

（%）



（５）復興事業の進捗状況 ～災害公営住宅～

１９

災害公営住宅戸数
御社地町営住宅 H29.12 完成

赤浜町営住宅 H29.12 完成

計画実績

H25
年度

H26
年度

H27
年度

H28
年度

H29
年度

H30
年度

H31
年度

単年度 125 36 220 51 284 150 12

累計 125 161 381 432 716 866 878

125
161

381
432

716

866 878

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

0

200

400

600

800

1000
戸数



３. 産業の状況 （１）生業の状況

２０

新規求職者数は、震災直後の平

成23年5月以降、新規求人数を

下回る傾向が続いている。

○生業

○新規求職者数・求人数

※H30.10.1現在

442 350

859

353 267 259
0

200
400
600
800

1,000

商業

（商工会会員数）

農林業

（水田所有者数）
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（２）水産業の状況

100%

100%

0 20 40 60 80 100

養殖施設整備計画数

（ワカメ、ホタテ、カキ、

コンブ、ホヤ）

小型船及び

定置船等整備数

※ナカショク、伊藤商店、浦田商店、ゼネラルオ

イスター、平庄、小豆嶋漁業、及順商店、たか

のり海産、六串商店、あさひ堂、石山水産、小

野食品、壮関、中里商店、越田鮮魚店、芳賀鮮

魚店、デジタルブックプリント、魚よし、タイ

ヨー、ひょうたん島苫屋、河合商店

小型船及び定置船等整備計画数 237隻
小型船及び定置船等整備数 237隻

養殖施設整備計画数
（ワカメ、ホタテ、カキ、コンブ、ホヤ）

580台

養殖施設整備数
（ワカメ、ホタテ、カキ、コンブ、ホヤ）

580台

２１

○水産加工業者数

○施設等整備
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（２）水産業の状況

２２

○主要水産物水揚げ高

主要水産物水揚げ量表

区 分 Ｈ22年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度
Ｈ30年度

(7/1現在)

サ ケ(kg) 1,037,194 150,386 588,321 842,084 246,845 170,369 180,570 0

ウ ニ(kg) 6,249 2,111 4,396 4,924 5,171 7,296 4,914 3,033

アワビ(kg) 10,837 8,625 9,045 6,941 10,477 8,948 4,447 0

ワカメ(kg) 197,023 175,025 145,233 309,739 289,151 171,460 342,220 93,981

コンブ(kg) 63,690 79,789 117,764 77,730 55,770 16,935 23,535 13,590

ホタテ(kg) 244,404 25,059 99,253 149,420 156,600 111,467 47,714 8,711

カ キ(個) 399,290 159,253 464,798 586,359 598,390 497,076 366,250 36,880

0
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(7/1現在)

サ ケ(kg)
ワカメ(kg)
コンブ(kg)
ホタテ(kg)
カ キ(個)
ウ ニ(kg)

（ウニ、アワビ）（サケ、ワカメ、コンブ、ホタテ、カキ）



• 平成28年５月９日開院
• 所在地：上閉伊郡大槌町小鎚22-31-2
• 病院の機能
（１）圏域の地域病院として、広域基幹病院である県立釜石

病院等と連携しながら高齢者を中心とした入院機能を担う。
（２）診療時間内の一次診療を基本とし、診療時間外の救急は

県立釜石病院で対応する。
（３）入院患者を中心とした維持期のリハビリテーション機能

を提供する。
• 診療科及び病床規模
（１）診療科 内科、外科、整形外科、皮膚科、眼科
（２）病床数 1病棟 一般病床50床

４. 公共施設の再建状況 （１）消防署 （２）県立大槌病院

２３

（２）県立大槌病院（１）消防署

• 平成28年3月19日落成式・運用開始
• 所在地：大槌町大槌１４地割１４２番地１

大槌中学校跡（源水地区）
• 再建施設はH26年に建築工事着手



（３）大槌学園 （４）こども教育センター

２４

• H28年9月26日開校

• 所在地：大槌町大槌第15地割71番地９

• 大槌小、大槌北小、赤浜小、大槌中学校が被災。

• 安渡小を含め４小学校・１中学校を合わせて寺野地

区に仮設校舎設置後、「大槌学園小中一貫教育校」

として再建。

• 仮設校舎期間：Ｈ２３年９月２２日～Ｈ２８年９月

２５日

• Ｈ２７年４月から大槌町独自の事業として、小中一

貫教育「ふるさと科」が本格実施。

• Ｈ２８年４月から義務教育学校となる。

外観
授業風景

（３）大槌学園

（４）こども教育センター（ＯＬＡＩ） • H29年4月6日開所

• 所在地：大槌町大槌第23地割25番地25

• 愛称：「ＯＬＡＩ（おらーい）」 （大槌弁で「私

の家」、「Otsuchi Learn Act Innovate」の略

称）

• 対象：２～９年生及び高校生

• こども達の安心・安全な居場所の確保を目的とした

「大槌町こどもセンター」（H24年4月開所）及び

こども達の学びたい意欲を応援する「コラボ・ス

クール大槌臨学舎」（H23年12月開校）の２つの

機能を統合した放課後こども教育施設。

※写真はH29.4.6に実施したオープンセレモニー



（５）公民館 （６）集会所

• 安渡、赤浜、吉里吉里地区とも被

災し解体済

• 安渡地区公民館・避難ホールはH

２９年1月供用開始済

• 赤浜地区公民館・復興まちづくり

支援施設はH3１年10月完成予定

• 吉里吉里地区は公民館単独で

H30年４月供用開始済安渡地区公民館・避難ホール

２５

（５）公民館

（６）集会所

大槌町臼澤寺野地区
ふれあい集会所

大槌町花輪田地区集会所

整備済：４箇所

①大槌町沢山地区集会所

平成28年3月完成

②大槌町臼澤寺野地区ふれあい集会所

③大槌町花輪田地区集会所

平成29年3月完成

④大槌町小枕地区集会所

平成29年11月完成
大槌町小枕地区集会所

吉里吉里地区公民館



（７）避難路

２６

・利用開始：平成２９年４月１７日
・設置場所：大槌町桜木町裏山
・建設趣旨：桜木町地区から平成２５年３月に「桜木町地区避難路・

避難場所整備計画」の提出を受け、町で整備を進めてき
た避難路が平成２９年３月に竣工しました。当避難路は、
城山林道１号線に接続することで、災害対策本部の代替
本部として設置される中央公民館や、町指定避難所であ
る城山公園体育館への避難が可能になるほか、城山から
自衛隊等の救助や救援物資の搬送、情報伝達が可能とな
るため、災害時に重要な役割を果たすものとなります。

・工事概要：組立避難路 延長２５５．６ｍ 幅員１．５ｍ

桜木町避難路竣工式（ ４月17日）



（８）大槌町文化交流センター

★東日本大震災により被災した御社地ふれあいセンター、大槌町立図書館等を（仮

称）御社地エリア復興拠点施設として整備。

• 建設場所：大槌町末広町1番15号

• 施設の用途：図書館、ホール、生涯学習施設会議・交流・町民活動施設

• 階数：地上3階建て

• 延床面積：2,200m2

• 愛称「おしゃっち」に決定（平成30年８月22日）

• 大槌町文化交流センター＆図書館：平成30年6月10日 開館

２７

【施設概要】

・1階：多目的ホール、エントランスホール、

ホワイエ（震災伝承展示）

・2階：会議室１～５（キッチン含む）、スタ

ジオ（2室）、震災伝承展示室

・3階：図書館（4万5000冊）

・駐車場（89台）



２８

（９）大槌駅観光交流施設

東日本大震災により被災した大槌駅舎を観光等の情報発信拠点として整

備。

・建設場所：大槌町本町１番1号

・施設用途：駅舎、観光交流施設

・施設概要：鉄骨造・平屋建て

・延床面積：161m2

・愛称「鮭とひょうたん島の町」に決定（平成30年３月19日）

スケジュール（予定含む）スケジュール（予定含む）

平成29年 ６月 基本計画策定

平成30年 ３月 設計業務完了

平成30年 ７月 工事着手

平成31年 １月 駅舎完成

平成31年 ３月 全線一貫開通

↓
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５．震災津波伝承 （１）納骨堂

２９

・供用開始：平成29年２月19日
・建設場所：大槌町小鎚第32地割字金崎126番34

（中央公民館駐車場内）
・建設趣旨：東日本大震災津波による身元不明の御遺骨

計66柱を収蔵するもの
・敷地面積：６８７．１３㎡
・建築面積： １０．３７㎡



（２）デジタルアーカイブ

３０

・使用開始：平成29年8月8日
・収録点数：約14,000点
・収録内容：震災前の大槌町、災害の状

況、行政の対応、救助、捜索活
動、避難所、医療福祉、がれき、
ライフライン、まちづくり、ボラ
ンティア活動、コミュニティ再
生、学校保育所の再開、産業再開
など

・URL:
https//archive.town.otsuchi.iwate.jp/
※27ページに記載されている「おしゃっち」に
設置する タッチパネルモニタでの閲覧も可能と
なります。

東日本大震災津波に関する画像や文書などを収録した大槌町震災アーカイブ
～つむぎ～の公開を開始しました。



（３）生きた証

３１

東日本大震災津波で犠牲となられた方々の人生の歩みや、震災時の様子などを記録した
「生きた証回顧録」の平成28年度版と平成29年度版が発行となりました。
平成28年度版には、５４５名、平成29年度版には７６名の方の記録が掲載されています。

【平成28年度版】
・発行日：平成29年3月11日
・発行部数：1,000部
・配布部数：遺族分 394部。残部につきましては、希望される方へ販売

【平成29年度版】
・発行日：平成30年3月11日
・発行部数：９00部
・配布部数：遺族分 51部。残部につきましては、希望される方へ販売



（４）震災伝承展示

３２

大槌町文化交流センターでは、大槌で何があったか伝承として後世に伝
えることを目的として、町内外の震災未体験者に対し、被災時の備え、行
動するための学びの場所として、被災の全体像を系統立てて把握できる情
報の展示を行っている。

【震災ガイダンス映像】
・多目的ホールと震災伝承室にて放映

・大槌の被災と復興の概要を伝える

【コトバと写真の展示】
・被災と復興の過程で発せられた当事者の証言と
当時撮影された写真を展示する。

【大槌の地域資源展示】
・災害を乗り越え復興への気概となった、自然・芸
能・生業を紹介する。

文化交流センター内「ホワイエ」
の展示



６. 生活再建と支援
（１）地域復興協議会とコミュニティ協議会

地域復興協議会 コミュニティ協議会

災害復興対策を総合的かつ計画的に推
進するための過程において、地域住民と
の合意形成を図るため、地域復興協議会
を設置しています。
主に次の項目を協議します。

◯大槌町震災復興構想素案に関すること
◯地域復興計画策定に関すること
◯身近な暮らしや地域の課題に関すること

町内の自治会組織、ＮＰＯ及び企業など
の代表が集まり、被災者支援やコミュニティ
形成、観光、地域活性化など共有の課題解
決について議論するとともに、各団体間の
交流を図る場として、コミュニティ協議会を
設置しています。

３３

年２回程度開催



36

（２）自治会の設立状況と活動例

健康ウォーキング
（桜木町、花輪田）

住環境点検
（大ケ口、源水）

金山ツアー（金沢） 郷土料理（金沢）

運動会
（吉里吉里）

盆踊り（赤浜）

３４

既設の自治会

震災後に再生・新設
した自治会

休止中または
自治会のない地区

◯赤浜自治会 ◯柾内町内会 ◯臼沢自治会 ◯小枕地区自治会
◯大ケ口一丁目町営住宅自治会 ◯大ケ口町内会 ◯迫又町内会
○吉里吉里町営住宅自治会 ○県営屋敷前アパート自治会
○松の下町営住宅自治会

上町、本町、大町、新町、松の下、金沢、小鎚、浪板

〇吉里吉里結和会 ○吉里吉里越郷会 ○吉里吉里若葉会 ○吉里吉里花道
育成会 〇安渡町内会 ○沢山町内会 〇源水自治会 ○大ケ口団地自治会
〇桜木町自治会 ○花輪田自治会
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（３）ボランティア数の推移

３５

H23年7月
8,523人

H30年10月
10人



７. スケジュール （１）面整備

３６※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年9月30日（平成30年11月6日公表)）」より



（１）面整備

３７※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年9月30日（平成30年11月6日公表)）」より



（１）面整備

３８※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年9月30日（平成30年11月6日公表)）」より

【完成箇所一覧表】



（２）災害公営住宅

３９※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年3月31日（平成30年5月7日公表））」より



（２）災害公営住宅

４０※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年3月31日（平成30年5月7日公表））」より



（２）災害公営住宅

４１※「社会資本の復旧・復興ロードマップ（基準日：平成30年3月31日（平成30年5月7日公表））」より



４２

Ⅳ各地区の土地利用の状況
1. 町方地域、小枕・伸松地域



Ⅳ各地区の土地利用の状況
1. 町方地域、小枕・伸松地域 （１）土地区画整理事業

４３

平成30年10月1日現在

平成２９年１１月３０日

宅地造成完了



（２）防災集団移転促進事業

４４

町方団地
完成 ３５画地
TP:2.6m

寺野臼澤団地
完成 ９８画地

TP:7.1m

沢山・夏本団地
完成 ３４画地

TP:2.8m

小枕団地
完成 ２２画地

TP:20.2m

柾内・大ケ口・屋敷前団地
【整備済】完成 ３１画地

移転促進区域

花輪田団地
【整備済】完成 １０画地

三枚堂桜木町団地
【整備済】完成 ２画地

第２期
２４画地

第１期
４０画地 県立大槌病院

第３期
３４画地



（２）防災集団移転促進事業

４５

➢小枕団地の引渡：平成28年12月22日 TP:20.2m

(H30年10月現在)

完成時期 H31年3月



（３）災害公営住宅

寺野地区

４６

町方地区



（４）津波復興拠点整備事業

４７

Ｂ区画

約２８００㎡

Ｃ区画

約３４００㎡

Ｆ区画
約４５００㎡

Ａ区画

約４４００㎡

Ｄ区画

約１３００㎡

Ｅ区画

約１９００㎡

町方地区津波復興拠点整備事業（4.4ｈa）

➢Ｆ区画においては、平成30年10月に造成工事が完了し、4事業者が建築予定。

➢A‐F区画においては、29事業者の入居が決定。21事業者が操業を開始している。



４８

２. 安渡地域

安渡地区全体計画平面図

凡 例

都市再生区画整理事業

防災集団移転促進事業

津波復興拠点整備事業



２. 安渡地域 （１）土地区画整理事業

４９

安渡地区全体計画平面図
（都市再生区画整理事業）

平成３０年１０月１日現在

平成３０年度までに完成

平成３０年度下半期～完成予定



（２）防災集団移転促進事業

５０

安渡地区全体計画平面図
（防災集団移転促進事業）

平成３０年１０月１日現在

大仏様団地：完成

古学校団地：完成

二渡神社裏団地：完成

安渡小東団地：完成

TP:11.9m

TP:25.3m

TP:32.3m

TP:23.7m



（３）災害公営住宅

※各ブロックの最も早い箇所での入居予定時期

５１



安渡地区津波復興拠点事業（19.6ha）

（４）津波復興拠点整備事業

５２

安渡地区全体計画平面図
（津波復興拠点整備進事業）

平成３０年１０月１日現在



３．赤浜地域 （１）土地区画整理事業
（２）防災集団移転促進事業 （３）漁業集落防災機能強化事業

５３



（２）防災集団移転促進事業

※平成31年度上半期～

※平成29年6月より入居開始

※平成29年度下半期～

※各ブロックの最も早い箇所での入居予定時期

５４



（４）災害公営住宅

５５

※各ブロックの最も早い箇所での入居予定時期



５６

４. 吉里吉里地域



４. 吉里吉里地域 （１）土地区画整理事業

５７ 全ブロック造成工事完了。換地処分公告を受け清算金の徴収・交付事務開始

吉里吉里地区土地区画整理事業
（平成30年10月1日現在）



（２）防災集団移転促進事業

Ｆ 吉祥寺下

Ｄ らふたぁ下

Ｃ 二丁目入口 跨線橋東

Ｅ 四丁目線路沿い東

Ｂ 四丁目
線路沿い西

完成

Ｄ１：完成

Ｄ２：完成

Ａ 四丁目倉本
稲荷付近

完 成

完 成

完 成

完 成

５８

Ｄ１

Ｄ２

TP:13.5m

TP:39.6m

TP:37.7m

TP:28.5m

TP:27.9m

TP:49.4m

吉里吉里地区防災集団移転促進事業
（平成30年10月1日現在）

 全地区造成工事完了済み



（３）災害公営住宅

※各ブロックの最も早い箇所での入居予定時期 ５９



５. 沢山地域 （１）整備状況

６０

大槌学園グランド

平成29年3月完成

こども教育センター（ＯＬＡＩ）

平成29年4月開設

大槌町放課後児童クラブ
平成28年9月開設

沢山幹線道路
平成29年6月完成

町方大ケ口線
平成29年３月供用開始

消防署

源水地区

大槌学園

大槌学園

平成28年9月開校

大槌交番 ●

沢山団地完成（34宅地）

● 集会所



６. 浪板地域 （１）防災集団移転促進事業
（２）漁業集落防災機能強化事業 （３）災害公営住宅

浪板地区防災集団移転促進事業

（仮称）町道浪板⼤橋
（平成30年1⽉完成）

宅地：11⼾
（平成27年度完成）

上・下⽔道整備
（平成27年度完成）

（仮称）町道浪板幹線整備事業
（平成32年度末完成予定）

浪板地区漁業集落防災機能強化事業

浪板海岸駅

浪板交流
促進センター

宅地：10⼾
（平成28年度完成）災害公営住宅：3⼾

（平成28年6⽉完成）
災害公営住宅：11⼾

（平成29年7⽉完成）

（仮称）町道浪板地区⾼台移転連絡道路
（平成29年度末完成）

６１

TP:60.7m

TP:19.5m

（平成30年10月1日現在）



６２

Ⅴ 各事業の問い合わせ先
項目 部署 連絡先

大 中 小

Ⅰ 東日本大震災津波の概要

1 地震及び津波の概要 総務部危機管理室 ℡ 0193-42-8781

2 被害の状況等 総務部危機管理室 ℡ 0193-42-8781

3 町方地区の状況 総合政策部総合政策課 ℡ 0193-42-8724

Ⅱ 大槌町東日本大震災津波復興計画の概要 総合政策部総合政策課 ℡ 0193-42-8724

Ⅲ 復旧・復興の進捗状況 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

1 町民生活の状況

(1) 人口及び世帯数の推移 民生部町民課 ℡ 0193-42-8713

(2) 応急仮設住宅の設置状況 民生部コミュニティ総合支援室 ℡ 0193-42-8718

(3)

町外避難者数等 民生部コミュニティ総合支援室 ℡ 0193-42-8718

児童生徒数 教育委員会事務局学務課 ℡ 0193-42-6100

生活保護受給者数 民生部保健福祉課 ℡ 0193-42-8715

2 町の復旧・復興の状況

(1)
予算の状況 総務部財政課 ℡ 0193-42-8712

復興交付金の推移 復興局復興推進課 ℡ 0193-42-8714

(2) 復興事業の進捗状況～職員数の推移～ 総務部総務課 ℡ 0193-42-8710

(3) 復旧事業の進捗状況 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(4) 復興事業の進捗状況 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(5) 復興事業の進捗状況～災害公営住宅～ 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

3 産業の状況

(1) 生業の状況 産業振興部商工観光課 ℡ 0193-42-8725

(2) 水産業の状況 産業振興部農林水産課 ℡ 0193-42-8717

4 公共施設の再建状況

(1) 消防署 総務部消防課（大槌消防署） ℡ 0193-42-3121

(2) 県立大槌病院 民生部保健福祉課 ℡ 0193-42-8715

(3) 大槌学園 教育委員会事務局学務課 ℡ 0193-42-6100

(4) こども教育センター 教育委員会事務局学務課 ℡ 0193-42-6100

(5) 公民館 教育委員会事務局生涯学習課 ℡ 0193-42-2300

(6) 集会所 教育委員会事務局生涯学習課 ℡ 0193-42-2300

(7) 避難路 総務部危機管理室 ℡ 0193-42-8781

(8) 御社地エリア復興拠点施設 大槌町文化交流センター ℡ 0193-27-5181

5 震災伝承

(1) 納骨堂 民生部町民課 ℡ 0193-42-8713

(2) デジタルアーカイブ 大槌町文化交流センター ℡ 0193-27-5181

(3) 生きた証 大槌町文化交流センター ℡ 0193-27-5181

(4) 震災伝承展示 大槌町文化交流センター ℡ 0193-27-5181

6 生活再建と支援

(1) 地域復興協議会とコミュニティ協議会
総合政策部総合政策課
民生部コミュニティ総合支援室

℡ 0193-42-8724
℡ 0193-42-8718

(2) 自治会の設立状況と活動例 民生部コミュニティ総合支援室 ℡ 0193-42-8718

(3) ボランティア数の推移 民生部保健福祉課 ℡ 0193-42-8715

7 スケジュール

(1) 面整備 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(2) 災害公営住宅 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

Ⅳ 各地区の土地利用の状況

1 町方地域、小枕・伸松地域

(1) 土地区画整理事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(2) 防災集団移転促進事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(3) 災害公営住宅 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

(4) 津波復興拠点整備事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

2 安渡地域

(1) 土地区画整理事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(2) 防災集団移転促進事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(3) 災害公営住宅 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

(4) 津波復興拠点整備事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

3 赤浜地域

(1) 土地区画整理事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(2) 防災集団移転促進事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(3) 漁業集落防災機能強化事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(4) 災害公営住宅 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

4 吉里吉里地域

(1) 土地区画整理事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(2) 防災集団移転促進事業 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

(3) 災害公営住宅 復興局住宅課 ℡ 0193-42-8719

5 沢山地域

(1) 整備状況 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

6 浪板地域

(1) 整備状況 復興局都市整備課 ℡ 0193-42-8723

Ⅴ 各事業の問い合わせ先 総合政策部総合政策課 ℡ 0193-42-8724


